
F i l e  N o. 06

北海道
面　積 83,422 ㎢
人　口 5,009,319人
道の花 ハマナス
道の木 エゾマツ
道の鳥 タンチョウ

求める教員像
・教育者として，強い使命感・倫理観と，子どもへの深い教育的愛情を，常に持ち続ける教員
・教育の専門家として，実践的指導力や専門性の向上に，主体的に取り組む教員
・学校づくりを担う一員として，地域等とも連携・協働しながら，課題解決に取り組む教員

出願期間
公開日　３月28日（金）
電子申請　４月７日（月）～５月１日（木）17:00
書類郵送　４月７日（月）～５月１日（木）〈簡易書留・消印有効〉

試験日程

１次試験
　試験日　６月15日（日）　　合格発表日　７月18日（金）
２次試験
　試験日　８月１日（金）～３日（日）　　合格発表日　９月26日（金）

年齢制限 昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史（地理，
日本史，世界史），公民（倫理，政治経済），数学，理科（物理，化学，生物，地学），保健体育，音楽，英語，
家庭，情報，農業 (生産，環境），工業（機械，電気（電子，情報技術を含む），建築，土木，工業化学），商業，
水産，看護，福祉　［特］（小）（中）［中］と同じ教科 （高）［高］から農業（環境），工業（電気（情報技術），建
築，土木，工業化学），水産，看護を除く （自立活動）　［養］　［栄］

特記事項

■一般選考（地域枠）［小・中］志願者で日高，留萌，宗谷，オホーツク又は根室管内のいずれかに限って勤務で
きる者は，１次の教職・一般を免除し，レポートを提出。■特別選考　●障がい者特別選考　必要に応じて適性
検査及び実技の一部又は全部を免除。●スポーツ・芸術特別選考　１次を免除。２次は技能・実績に密接に関連
する実技を免除。●アスリート特別選考　［中・高］保健体育志願者で，オリンピック等に日本代表選手として
出場経験のある者は，１次を免除。２次は適性検査及び面接のみ。●工業・水産特別選考　規定の資格所有者は，
１次の専門（Ⅰ）を免除。●社会人特別選考　特定教科・科目志願者で規定の資格・実務経験を持つ者は，１次を
免除。英語は２次の実技も免除。●現職教員特別選考　１次を免除。●登録辞退者等特別選考　１次及び２次
の適性検査，教科等指導法，実技を免除。●期限付教員特別選考　１次及び２次の実技を免除。●キャリア・
リターン特別選考　１次を免除。●教職大学院修了者特別選考　１次を免除。●セカンドキャリア特別選考（教
育職員免許状取得者対象）　１次の教職・一般を免除。●セカンドキャリア特別選考（教育職員免許状非取得
者対象）　１次の教職・一般を免除，専門を実施しない。２次は論文，適性検査，面接を実施。●ALT特別選考
１次を免除。●小学校教諭特別選考　小学校以外の免許状取得者で小学校での勤務を希望する者は，１次は教
職・一般のみ。２次は適性検査，面接のみ。

新規情報

■地方会場　１次試験に東京・大阪会場あり。■３年生受験　全校種対象。■秋試験　一般選考と特別選
考の秋試験を実施。■奨学金返還支援　■初任給　大卒（小中高）258,652円，修士修了275,484円（諸
手当含む）。■初任者研修　５年かけて手厚く研修。広域分散型の地域特性に対応し，オンデマンド研修，
遠隔研修，集合研修をバランスよく組み合わせている。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島
／寒冷地勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　HPで公表。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 41,089 6,194 1,684

不登校（人） 4,579 9,782 1,243

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 3,089 2,926 2,708 2,839 2,351
採用予定者数 － － 906 1,017 1,104

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉では昨年度と同様に，四択形式で幅広

い分野から出題された。

　学習指導要領は総則を中心として毎年出題されて

いる。今年度は，特別支援教育と重複するが，総則か

ら「第4 児童の発達の支援」に関する問題が出題され

た。また，前文の理解を問う問題も出題されている。

　教育原理（特別支援教育，情報教育等）のうち，

特別支援教育では「通常の学級に在籍する障害のあ

る児童生徒への支援の在り方に関する検討会議報告」

（2023年）に関する問題がみられた。また，自立活

動や通級による指導の理解を問う問題も出題されて

いる。情報教育では，「教育情報セキュリティポリシ

ーに関するガイドライン」（2025年）を問う問題が出

題された。

　生徒指導では，必出の「生徒指導提要」（2022年）

から「第1章 生徒指導の基礎」のうち，生徒指導の

重層的支援構造を問う問題等が出題された。また，

「自殺総合対策大綱」に関する問題等もみられた。

　教育時事では，「『令和の日本型学校教育』の構築

を目指して（答申）」（2021年）に関する問題が出題

された。また，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」（2016年）に関する問題

等も出題されている。

　教育法規ではこども基本法等に関する問題が出題

された。

　教育心理では教育評価（診断的評価，個人内評価，

パフォーマンス評価等）に関する問題がみられた。

人物に関する理論とその特徴を広く押さえたい。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では国語（同音異義

語，現代文読解）と英語（単語，文章読解）を中心

とした出題となっており，今年度も同様であった。社

会科学では例年，幅広い分野から出題されており，

今年度は地理と政治，時事が出題された。自然科学

では数学や理科の各分野からの出題が比較的多い。

今年度は数学（その他(表・グラフ・データの特徴な

ど)）に加え，理科では化学（物質の構造，物質の変

化（酸塩基））や地学（火山）が出題された。

▶学習指導要領で必出の総則
▶生徒指導で必出の「生徒指導提要」
▶人文科学は国語（同音異義語，現代文読解）と英語（単語，文章読解）

一般教養
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自治体別試験DATA＆分析
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